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1.  平成23年5月期第1四半期の業績（平成22年6月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第1四半期 29,738 15.5 7,592 △8.9 7,666 △9.2 4,522 △6.7
22年5月期第1四半期 25,754 △7.0 8,338 3.1 8,441 3.1 4,845 0.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第1四半期 35.59 35.58
22年5月期第1四半期 38.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第1四半期 116,521 77,425 65.8 603.63
22年5月期 125,951 85,573 67.4 668.10

（参考） 自己資本   23年5月期第1四半期  76,716百万円 22年5月期  84,907百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
配当予想の修正については、本日（平成22年9月22日）公表の「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 70.00 ― 100.00 170.00
23年5月期 ―
23年5月期 

（予想）
70.00 ― 94.00 164.00

3.  平成23年5月期の業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
当社では年次での業績管理を実施しているため、第2四半期累計期間の業績予想の記載を省略しております。 
なお、業績予想の修正については、本日（平成22年9月22日）公表の「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 147,400 33.0 38,000 △2.2 38,300 △2.2 22,400 △2.0 176.25



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期1Q 127,096,471株 22年5月期  127,092,671株
② 期末自己株式数 23年5月期1Q  4,585株 22年5月期  4,443株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期1Q 127,089,956株 22年5月期1Q 127,087,907株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において当社が現在入手可能な情報および合理的であると判断する一定
の前提に基づき策定したものであり、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想
のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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① 業績の概要 

当第１四半期累計期間（以下「当四半期」）の売上高は 29,738 百万円（前年同期比15.5％増）、営

業利益は7,592百万円（前年同期比8.9％減）、四半期純利益は4,522百万円（前年同期比6.7％減）とな

りました。 

 当四半期における日本国内の経済環境は、新興国の需要回復等を背景に企業業績は緩やかな回復基

調にありますが、急激な円高の進展など先行きの不透明感も強く、企業のIT投資の抑制傾向は継続して

おります。 

当社の実質的な親会社であるオラクル・コーポレーションが行った米国サン・マイクロシステムズ・

インクの買収完了に伴い、平成22年6月1日付でサン・マイクロシステムズ株式会社（東京都世田谷区）

は日本オラクルインフォメーションシステムズ株式会社（オラクル・コーポレーションの子会社、以下

OIS）を存続会社として合併いたしました。これに伴い、当社は旧サン・マイクロシステムズ株式会社

が取扱っていた製品および関連サービス等の取り扱いを当期より開始いたしました。従来から提供して

いたデータベース、ミドルウェア、アプリケーションズ等のソフトウェアや関連サービスに、サーバー

やストレージ等ハードウェアが加わり、企業活動で利用されるITの全層にわたる製品やサービスのライ

ンナップがそろいました。そして、これらをオラクルのトータルソリューションとしてお客様に提供す

るべく、営業体制の整備やパートナー様との協業の強化を進めてまいりました。 

  

② 報告セグメント別の状況 

[ソフトウェア・ライセンス] *1 

売上高は 7,337百万円（前年同期比527百万円、6.7％減）となりました。 

当セグメントは企業活動で利用される様々なソフトウェアの新規ライセンスを販売しており、データ

ベース管理ソフトおよびミドルウェアの新規ライセンスを販売するデータベース＆ミドルウェアならび

にERP等の業務アプリケーションの新規ライセンスを販売するアプリケーションズ*2から構成されま

す。 

データベース＆ミドルウェアの売上高は6,231百万円（前年同期比7.8％減）となりました。 

企業のIT基盤やクラウド環境構築に対応した販売施策の強化、Exadata等の高付加価値製品やビジネ

スの変化に柔軟に対応できる各種ミドルウェア製品群の拡販を進めてまいりました。平成22年7月よ

り、高性能Java Virtual Machine（JVM）、「Oracle JRockit」の最新版「Oracle JRockit R28」の提

供を開始、さらに包括的なデータ統合ソリューションを提供する戦略拡充のため「Oracle 

GoldenGate」および企業の業務プロセス連携、コスト削減およびコンテンツのセキュリティ強化を支援

するコンテンツ管理の製品群「Oracle Enterprise Content Management Suite 11g」の提供を開始いた

しました。 

  

アプリケーションズの売上高は1,106百万円（前年同期比0.2％増）となりました。 

アプリケーションズは、ERPを軸にお客様の成長を支援する様々な業務アプリケーション製品やお客

様の業界の業務に特化した製品を提供してまいりました。平成22年6月に、中堅企業向け業務アプリケ

ーションのパートナー支援プログラム「Oracle Accelerate」のソリューションを追加いたしました。

また、同年7月には製造業の製品開発や電力施設などの社会インフラ関連施設の保守業務における技術

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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情報などの可視化と連携を支援するアプリケーションの最新版「Autovue enterprise visualization 

20.0」、中長期計画から単年度予算や業績予測、事業計画まで連携させることで、企業の内外で起こる

変化に迅速に対応する統合計画アプリケーション製品群「Oracle Hyperion Enterprise Planning 

Suite」、さらに連結経営管理を強化するアプリケーション製品群「Oracle Hyperion Financial Close 

Suite」の提供を開始いたしました。 

  

[アップデート＆プロダクト・サポート] 

売上高は15,185百万円（前年同期比522百万円、3.6％増）となりました。 

当セグメントはソフトウェア・ライセンスの更新権や技術サポートの提供を行っています。 

先行き不透明な環境が続き、新規投資が抑制される中、既存の業務システムの運用を安定的に継続し

ていきたいというお客様のニーズに確実に対応し、サポートレベルの向上に努めるとともに、パートナ

ー様との協業も推進することで、新たにライセンスを購入されたお客様からの新規契約と既存のお客様

からの更新契約を確保してまいりました。 

  

[ハードウェア・システムズ] 

売上高は3,351百万円となりました。*3 

当セグメントは、当期より新たに設立され、サーバーやストレージ等のハードウェアやそれらのオペ

レーティングシステム等の販売を行う「ハードウェア・システムズ・プロダクト」、ならびにハードウ

ェア製品の技術サポート、修理、メンテナンスの提供、およびオペレーティングシステム等の更新版の

提供を行う「ハードウェア・システムズ・サポート」から構成されます。 

ハードウェア・システムズ・プロダクトは、Exadataのハードウェアの販売等により、売上高は 182

百万円となりました。*4 

ハードウェア・システムズ・サポートは、サン・マイクロシステムズ株式会社が販売したハードウェ

ア等に対するサポートサービスの提供により、売上高は3,168百万円となりました。*5 

  

[サービス] 

売上高は3,862百万円（前年同期比636百万円、19.7％増）となりました。 

当セグメントは、アウトソーシングサービスや予防保守サービス等の付加価値サービスを提供する

「アドバンスト・サポート」、技術者や利用者向けの研修事業や技術資格の認定事業を提供する「エデ

ュケーションサービス」、当社製品の導入支援を行う「コンサルティングサービス」から構成されてお

ります。 

アドバンスト・サポートは、ハードウェア・システムズ向けの付加価値サービスの提供を開始したこ

とや「Oracle On Demand」が好調に推移し、売上高は804百万円（前年同期比9.4％増）となりました。

エデュケーションサービスは、厳しい経済環境において、特にパートナー様やユーザー企業の新入社

員向けの研修需要が減少した影響を受け、売上高は411百万円（前年同期比29.3％減）となりました。 

コンサルティングサービスは、主にアプリケーションズの導入支援コンサルティングが増加したこと

により、売上高は2,646百万円（前年同期比38.6％増）となりました。 

  

    *１．ソフトウェア・ライセンス：従来のソフトウェア・プロダクトから名称を変更いたしました。 

２．アプリケーションズ：従来のビジネス・アプリケーションから名称を変更いたしました。 

３．ハードウェア・システムズは当期設立のため、前年同期比はありません。 
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４．期初に統合した旧サン・マイクロシステムズ株式会社が既存のお客様と締結していたハードウェアに関する

契約は、存続会社であるOISが引き継いでおります。現在、この契約をオラクル・グループの契約条件に変

更し、契約主体をOISより当社へ移管する手続を進めております。本手続の完了までは、旧サンのハードウ

ェアに関する売上高は当社に計上されませんので、当四半期のハードウェア・システムズ・プロダクトの売

上高は、従来より当社が取り扱っておりますExadataのみが計上されております。 

５．*４と同様に、OISが旧サン・マイクロシステムズ株式会社より契約を引き継いでおりますが、当社がOISよ

り受け入れております出向者がサポート業務を提供しているため、サポートに関しては当社に売上高が計上

されます。 

  

 
（注）金額は単位未満を切り捨て、構成比ならびに対前年同期比は単位未満を四捨五入で表示しております。 

  

本日公表の「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」において、平成22年６月30日に発表

いたしました平成23年５月期の業績予想を修正いたしましたのでご参照ください。 

＜報告セグメント別売上高の状況＞

平成22年５月期
第１四半期

平成23年５月期 
第１四半期

平成22年５月期

金 額 構成比 金 額 構成比 対前期比 金 額 構成比

百万円 ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％

 データベース＆ミドルウェア 6,761 26.3 6,231 21.0 △7.8 35,104 31.7

 アプリケーションズ 1,104 4.3 1,106 3.7 0.2 3,039 2.7

 ソフトウェア・ライセンス 7,865 30.5 7,337 24.7 △6.7 38,144 34.4

 アップデート＆プロダクト・サポート 14,663 56.9 15,185 51.1 3.6 59,237 53.4

ソフトウェア関連 22,528 87.5 22,523 75.7 △0.0 97,381 87.9

 ハードウェア・システムズ・プロダクト ― ― 182 0.6 ― ― ―

 ハードウェア・システムズ・サポート ― ― 3,168 10.7 ― ― ―

ハードウェア・システムズ ― ― 3,351 11.3 ― ― ―

 アドバンスト・サポート 735 2.9 804 2.7 9.4 2,937 2.7

 エデュケーションサービス 581 2.3 411 1.4 △29.3 1,780 1.6

 コンサルティングサービス 1,909 7.4 2,646 8.9 38.6 8,732 7.9

サービス 3,225 12.5 3,862 13.0 19.7 13,451 12.1

合  計 25,754 100.0 29,738 100.0 15.5 110,833 100.0

(2) 業績予想に関する定性的情報
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・簡便な会計処理 

 該当事項はありません。 

  

・四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法

人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号）を適用しております。この適

用による、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 49,305 59,353

受取手形及び売掛金 13,517 15,497

有価証券 5,002 3,001

商品及び製品 2 3

その他 3,357 2,727

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 71,183 80,580

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 15,712 15,889

土地 26,057 26,057

その他（純額） 1,495 1,541

有形固定資産合計 43,265 43,488

無形固定資産 46 49

投資その他の資産   

その他 2,035 1,842

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 2,025 1,832

固定資産合計 45,338 45,370

資産合計 116,521 125,951

負債の部   

流動負債   

買掛金 8,336 5,994

未払金 3,109 3,366

未払法人税等 3,214 8,617

前受金 21,855 19,111

賞与引当金 639 1,237

その他の引当金 33 22

その他 1,815 1,937

流動負債合計 39,005 40,287

固定負債   

その他 91 91

固定負債合計 91 91

負債合計 39,096 40,378
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(単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年８月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年５月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,299 22,292

資本剰余金 33,737 33,730

利益剰余金 20,718 28,904

自己株式 △21 △21

株主資本合計 76,734 84,906

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △17 1

評価・換算差額等合計 △17 1

新株予約権 708 665

純資産合計 77,425 85,573

負債純資産合計 116,521 125,951
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(2) 四半期損益計算書 
【第１四半期累計期間】 

(単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 25,754 29,738

売上原価 10,844 15,334

売上総利益 14,909 14,404

販売費及び一般管理費 6,571 6,811

営業利益 8,338 7,592

営業外収益   

受取利息 47 38

有価証券利息 0 0

その他 59 43

営業外収益合計 106 82

営業外費用   

その他 3 8

営業外費用合計 3 8

経常利益 8,441 7,666

特別利益   

新株予約権戻入益 1 11

投資有価証券売却益 － 17

特別利益合計 1 28

特別損失   

事業構造改善費用 218 61

固定資産除却損 19 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24

特別損失合計 237 85

税引前四半期純利益 8,205 7,609

法人税等 3,360 3,086

四半期純利益 4,845 4,522
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 8,205 7,609

減価償却費 352 366

株式報酬費用 56 54

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △14 △597

その他の引当金の増減額（△は減少） 6 11

受取利息及び受取配当金 △67 △49

投資有価証券売却損益（△は益） － △17

固定資産除売却損益（△は益） 19 0

売上債権の増減額（△は増加） 5,168 1,980

たな卸資産の増減額（△は増加） △0 0

その他の流動資産の増減額（△は増加） △301 △596

仕入債務の増減額（△は減少） △1,062 2,342

未払金の増減額（△は減少） △1,619 △554

前受金の増減額（△は減少） 3,046 2,743

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,184 △301

その他 5 27

小計 14,979 13,019

利息及び配当金の受取額 113 22

法人税等の支払額 △7,269 △8,323

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,823 4,718

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △102 △130

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形固定資産の取得による支出 － △1

投資有価証券の売却による収入 － 30

貸付金の回収による収入 37,015 －

定期預金の預入による支出 △30,000 △5,000

定期預金の払戻による収入 － 9,000

差入保証金の差入による支出 △2 △0

差入保証金の回収による収入 146 41

投資活動によるキャッシュ・フロー 7,057 3,939

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 － 14

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △12,723 △12,719

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,723 △12,704

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,157 △4,047

現金及び現金同等物の期首残高 17,464 23,354

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,621 19,307
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該当事項なし。 

  

（追加情報） 

当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日)を適用しております。   

  

1. 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、最高意思決定

機関が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。当社は、経営組織の形態、製品・サービスの特性に基づき、事業セグメントを集約した上で、

「ソフトウェア・ライセンス」、「アップデート＆プロダクト・サポート」、「ハードウェア・システム

ズ」、「サービス」の４つを報告セグメントとしております。  

「ソフトウェア・ライセンス」は企業活動で利用される様々なデータベース管理ソフトウエア、ミドルウ

ェア及びアプリケーションソフトウェアを販売しております。 

「アップデート＆プロダクト・サポート」はソフトウェア・ライセンスの更新権及び技術サポートの提供

を行っております。 

「ハードウェア・システムズ」はサーバーやストレージ等のハードウェアの販売及びハードウェア製品の

技術サポート、修理、メンテナンス等の提供を行っております。 

「サービス」は コンサルティングサービス、アドバンスト・サポート、エデュケーションサービスの提

供を行っております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期累計期間(自 平成22年６月１日 至 平成22年８月31日) 

 
(注) １.セグメント利益の調整額△1,523万円は、全社費用であります。主に報告セグメントに帰属しない管理部門等

に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項なし。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注)１

四半期損益
計算書計上

額 
(注)２

ソフトウェ
ア・ライセ

ンス

アップデー
ト＆プロダ
クト・サポ

ート

ハードウェ
ア・システ

ムズ
サービス 計

売上高

 外部顧客への売上高 7,337 15,185 3,351 3,862 29,738 ─ 29,738

 セグメント間の内部売
上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 7,337 15,185 3,351 3,862 29,738 ─ 29,738

セグメント利益 166 8,067 283 598 9,116 △1,523 7,592

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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